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1. 底質の検証基準について 
平成 19 年 8 月 3 日に開催された第 4 回三番瀬評価委員会において、底質（粒度）に関

する検証基準ついて、以下の意見・指摘事項等があった。 
 

【底質の検証基準に対する意見・指摘等】 

 「40％を超えないこと」というのは、これ非常に乱暴な泥分の数字になっておりますの
で、これについては検討し直していただきたい。 

 アサリと底質の関係について、補足調査、2002年度調査、2006年度調査で、三番瀬の
中でアサリの生息個体数と底質の関係のデータを出しているのでチェックすること。 

 
底質（粒度）に関する検証基準は以下の通りである。 

底質（粒度）に関する検証基準 

検証項目 目標達成時期 検証場所 基準とする値 

距離 22～40m 

ハビタット 

「シルト混じり砂」 

底質の季節変動、アサリの底質に対

する嗜好を踏まえて、泥分の割合が

40%を超えないこととする 

距離 40～70m 

ハビタット「澪筋底部」

アサリの生息がほとんどみられな

いため検証箇所としない 

泥分※の

割合 

検証はモニタリ

ング調査の実施

毎に行うが、評価

は、季節変動を考

慮して、施工完了

後一年間経過後

に行う。 

距離 70～100m 

ハビタット「シルト混じ

り砂」 

底質の季節変動、アサリの底質に対

する嗜好を踏まえて、泥分の割合が

40%を超えないこととする 

※泥分は、粒度試験結果におけるシルトと粘土の割合の合計とする。 

 
【事務局の見解】 

底質（粒度）に関する検証基準は、水生生物生態資料からみたアサリの底質に対する嗜

好と、平成 16 年度実施の環境基礎調査結果からみた底質の季節変動を踏まえて、10％の
余裕を加え、“……泥分の割合が 40%を超えないこととする”と設定している。 
事務局では、望月委員より提示のあった補足調査（1994～1996 年度）、および 2002 年

度調査、2006年度調査における三番瀬のアサリの生息個体数と底質の関係のデータについ
て参照した。 
補足調査ではシルト・粘土分が概ね 5～20％、2002 年度調査では概ね 0～20％、2006

年度調査では概ね 5～30％の範囲に個体数分布が多く、40%まで生息が確認される。 
また、40％を超えると著しく個体数が減少する傾向がみられる。 
このことは、水生生物生態資料におけるアサリの底質（粒度）に関する嗜好、「東京湾：

泥分 20～30％」などの記載と良く一致しており、本検証基準に関しても妥当であると考え
られる。 
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 アサリの個体数と環境条件の関係（補足調査三季平均：1994～1996 年度） 

出典：平成 18 年度三番瀬海生生物現況調査(底生生物及び海域環境)報告書 一、本編・写真集， 
平成 19 年 3 月，千葉県・（株）東京久栄. 
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 アサリの個体数と環境条件の関係（2002 年度調査三季平均） 

出典：平成 18 年度三番瀬海生生物現況調査(底生生物及び海域環境)報告書 一、本編・写真集，
平成 19 年 3 月，千葉県・（株）東京久栄. 
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アサリの個体数と環境条件の関係（2006 年度調査三季平均） 

出典：平成 18 年度三番瀬海生生物現況調査(底生生物及び海域環境)報告書 一、本編・写真集，
平成 19 年 3 月，千葉県・（株）東京久栄. 
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※（社）日本水産資源保護協会（1981）水生生物生態資料 


